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朝日ライフ ＳＲＩ 社会貢献ファンド（愛称：あすのはね） 朝日ライフ アセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第301号

※日本経済新聞掲載名 ：あすのはね （社）投資信託協会会員/（社）日本証券投資顧問業協会会員

≪ファンド概況≫ ≪組入状況等≫ ≪期間別騰落率・税引前（％）≫ ≪収益分配金・税引前（円）≫

≪基準価額の推移≫

≪組入上位10業種（％）≫ ≪組入上位30銘柄（％）≫※マンスリー・レポートで組入全銘柄を開示しています。

※構成比は現物株式ポートフォリオに占める比率です。

≪運用概況≫

（1/5）

※基準価額は信託報酬控除後です。

※TOPIXはベンチマークではありません
が、参考までに掲載しています。

※基準価額（税引前分配金再投資ベー
ス）は信託報酬控除後であり、税引前分
配金を再投資したものとして計算してい
ます。

1.6

2.4

2.4

2.3

2.2

2.1

2.1

化学

電気機器

※構成比は現物株式ポートフォリオ
に占める比率、業種は東証33業種
分類によります。
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※TOPIXは参考指数です。
※期間別騰落率は税引前分配金を再投
資したものと仮定して計算しています。
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■本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、当社といいます）が、当ファンドの運用の内容やリスク等を説明するために作成したものであ
り、法令に基づく開示資料ではありません。■当ファンドは価格変動リスクや流動性リスク等を伴う証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合に
は為替リスクもあります。）ので、市場環境等によって基準価額は変動します。したがって投資元本が保証されているものではありません。運用による
損益はすべて投資家のみなさまに帰属します。■本資料は当社が信頼できると判断した情報を元に、十分な注意を払い作成しておりますが、当社はその
正確性や完全性をお約束するものではありません。■本資料中のグラフ、数値等は過去のものであり、将来の運用成果等を示唆あるいは保証するもので
はありません。■本資料に記載されている内容は、今後予告なしに変更することがあります。■ファンドの取得の申し込みにあたっては、投資信託説明
書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ず内容についてご確認の上、お客様ご自身でご判断ください。■当ファンドは、金融機関の預金または保険
契約ではありませんので、預金保険、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録金融機関でご購入いただいた場合は、投資者保護基
金による支払いの対象にはなりません。

先週の日本株市場は、週初から週半ばにかけて欧州債務問題に対する不安の後退や外国為替市場での円安ユーロ高などを背景に堅
調に推移し、週半ばには約 3 カ月ぶりの高値水準となりました。しかし週後半に入り、ギリシャの債務減免協議が長引く中での欧州債務問
題に対する先行き不透明感や、国内企業の厳しい収益環境への警戒感などを背景に弱含みの展開となりました。 

参考指数であるTOPIXが0.7％上昇する中、あすのはねの基準価額は0.1％の上昇となりました。保有銘柄のうち、アマダ、オイレス工業、
東洋水産などの株価下落がマイナスに寄与していますが、堀場製作所、アシックス、ハーモニック・ドライブ・システムズなどの株価上昇が
プラスに寄与しています。 

当ファンドの運用の特色は、ビジネスを通じて社会に貢献する企業の株式に投資することにあります。短期的な業績動向だけでなく、中
長期的な視点に立って、企業と社会との関わりや地球環境との関わりを十分考慮に入れた分析を行うことで、その企業の本質的価値を見
極めることができると考えています。そして選別した価値ある銘柄を安い株価で買い、価値の成熟と株価の上昇を待つ運用を行うことで、
高い投資成果の獲得を狙います。 

資産運用部リサーチチームＳＲＩ運用担当
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■ファンドの目的

■ファンドの特色
1. 国内の上場株式を主要投資対象とし、ビジネスを通じて社会的課題に積極的に取り組み、社会に貢献する企業の

株式に投資します。

2. 個別企業調査を基本としたボトムアップ・アプローチを重視した銘柄選択を行います。
中長期的な視点に立って、価値ある銘柄を安く買い、価値の成熟と株価の上昇を待つ運用を行います。

3. 信託報酬の一部を、社会的課題に取り組む団体に寄付します。
・ 寄付の金額は、ファンドの日々の純資産総額に応じて年0.1～0.2％の率を乗じて得た額とします。

・ 寄付先や寄付金額の具体的内容については、運用報告書等において開示しています。

（2/5）

基準日:2012年1月27日

株式への投資により、信託財産の成長を図ることを目的として、運用を行います。

追加型投信／国内／株式

■本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、当社といいます）が、当ファンドの運用の内容やリスク等を説明するために作成したものであり、法令に基づく開示資料
ではありません。■当ファンドは価格変動リスクや流動性リスク等を伴う証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には為替リスクもあります。）ので、市場環境等に
よって基準価額は変動します。したがって投資元本が保証されているものではありません。運用による損益はすべて投資家のみなさまに帰属します。■本資料は当社が信
頼できると判断した情報を元に、十分な注意を払い作成しておりますが、当社はその正確性や完全性をお約束するものではありません。■本資料中のグラフ、数値等は過
去のものであり、将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものではありません。■本資料に記載されている内容は、今後予告なしに変更することがあります。■ファンド
の取得の申し込みにあたっては、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ず内容についてご確認の上、お客様ご自身でご判断ください。■当ファンド
は、金融機関の預金または保険契約ではありませんので、預金保険、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録金融機関でご購入いただいた場合
は、投資者保護基金による支払いの対象にはなりません。

ファンドの目的・特色
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■ＳＲＩとは

■協力調査機関について

■基準価額の変動要因

※基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。

■その他の留意点
 ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。

■リスクの管理体制

（3/5）

≪株価変動リスク≫
企業の経営・財務状況の変化、国内外の政治、経済、社会情勢の変化等の影響を受けて株価が下落した場合には、
ファンドの基準価額が下落する要因となります。ファンドが投資している企業が業績悪化や倒産等に陥った場合、その
企業の株価は大きく下落し、ファンドの基準価額に大きな影響を及ぼすことがあります。

≪信用リスク≫
ファンドが投資している有価証券や金融商品に債務不履行が生じた場合またはそれが予想される場合には、それらの
価格は下落し、ファンドの基準価額が下落する要因となります。

ファンドのリスク管理は、社内規程やガイドライン等に基づき、運用部門のほか、管理部門およびコンプライアンス部門
により行われています。また、リスク管理の状況は、委託会社の役員および各部門の代表者により構成されるリスク管
理に関する委員会等において報告・検証され、必要に応じて改善される仕組みとなっています。

基準日:2012年1月27日

ＳＲＩとは、Socially Responsible Investmentの略で、一般的には、投資の際に社会や環境の側面も考慮する投資手法と
言われています。
あすのはねでは、長期的な運用成果を高めるため、この考えを取り入れています。

企業の社会への貢献度については、ヴィジオ・ベルギー社
※
の協力により、企業の行動に影響を受ける人の立場から調

査します。

※ヴィジオ・ベルギー社はベルギーにある社会的責任投資専門調査機関であり、日本人アナリストを中心にグローバル
な視点から日本企業を調査しています。
 
ヴィジオ・ベルギー社は、金融商品取引業者としての登録を行っておらず、ファンドに対して有価証券の価値等または金
融商品の価値等の分析に基づく投資判断の助言を行うものではありません。 また、調査委託の中止、調査委託先の変
更を行う場合があります。

追加型投信／国内／株式

ファンドは値動きのある有価証券等を投資対象としますので、組入有価証券等の値動きなどの影響により、基準価額が下
落することがあります。したがって、投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、これを割り込むこと
があります。ファンドは預貯金と異なります。信託財産に生じた利益および損失は、すべて受益者に帰属します。

■本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、当社といいます）が、当ファンドの運用の内容やリスク等を説明するために作成したものであり、法令に基づく開示資料
ではありません。■当ファンドは価格変動リスクや流動性リスク等を伴う証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には為替リスクもあります。）ので、市場環境等に
よって基準価額は変動します。したがって投資元本が保証されているものではありません。運用による損益はすべて投資家のみなさまに帰属します。■本資料は当社が
信頼できると判断した情報を元に、十分な注意を払い作成しておりますが、当社はその正確性や完全性をお約束するものではありません。■本資料中のグラフ、数値等
は過去のものであり、将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものではありません。■本資料に記載されている内容は、今後予告なしに変更することがあります。■ファ
ンドの取得の申し込みにあたっては、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ず内容についてご確認の上、お客様ご自身でご判断ください。■当ファン
ドは、金融機関の預金または保険契約ではありませんので、預金保険、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録金融機関でご購入いただいた場
合は、投資者保護基金による支払いの対象にはなりません。

投資リスク
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■お申込みメモ

■ファンドの費用・税金

≪ファンドの費用≫
◆投資者が直接的に負担する費用

◆ 投資者が信託財産で間接的に負担する費用

※ ファンドの費用（手数料等）の合計額については、受益者がファンドを保有される期間等に応じて異なりますので、表示することができません。

≪税金≫

（4/5）

無期限（設定日：平成12年9月28日）

毎年9月20日（休業日の場合は翌営業日）

年1回決算を行い、収益分配方針に基づいて分配を行います。
※ 収益分配金をそのつど受け取るコースと自動的に再投資するコースがあります。自動的に再投資するコースを選択
　　された場合の収益分配金は、税金が差し引かれた後、決算日の基準価額で再投資されます。

決算日

収益分配

信託期間

販売会社が定める単位
※販売会社へお問い合わせください。

購入申込受付日の基準価額

販売会社が定める期日までにお支払いください。

販売会社が定める単位
※販売会社へお問い合わせください。

金融商品取引所における取引の停止、外国為替取引の停止その他やむを得ない事情があるときは、購入・換金申込
みの受付けを中止すること、およびすでに受け付けた購入・換金申込みの受付けを取り消すことがあります。

換金価額

換金代金

購入・換金申込
受付の中止及び
取消し

信託財産留保額 換金申込受付日の基準価額に0.3％の率を乗じて得た額

当ファンドは、課税上は、株式投資信託として取り扱われます。
原則として、個人の受益者については、収益分配時には普通分配金に対して課税され、ご換金（解約）時および償還時には解約価額および償
還価額から取得費（申込手数料および当該申込手数料にかかる消費税相当額を含みます。）を控除した差益（譲渡所得）に対して課税されま
す。
詳しくは投資信託説明書（交付目論見書）の「ファンドの費用・税金」をご覧ください。

運用管理費用
（信託報酬）

ファンドの日々の純資産総額に年1.869％（税抜1.78％）の率を乗じて得た額

その他費用・手数料

以下の費用などがファンドから支払われます。これらの費用は、運用状況等により変動するものであり、事前に料率、
上限額等を表示することができません。
・ファンドの監査費用（ファンドの日々の純資産総額に年0.00525％（税込）の率を乗じて得た額。ただし年42万円（税込）
 を上限とします。）
・有価証券売買時の売買委託手数料
・先物・オプション取引等に要する費用

基準日:2012年1月27日

追加型投信／国内／株式

購入時手数料
購入価額に3.15％（税抜3.0％）を上限として販売会社が個別に定める率を乗じて得た額
※詳しくは、販売会社へお問い合わせください。

購入単位

購入価額

購入代金

換金単位

換金申込受付日の基準価額から信託財産留保額を差し引いた額

原則として、換金申込受付日から起算して4営業日目から支払います。

■本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、当社といいます）が、当ファンドの運用の内容やリスク等を説明するために作成したものであり、法令に基づく開示資
料ではありません。■当ファンドは価格変動リスクや流動性リスク等を伴う証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には為替リスクもあります。）ので、市場環境
等によって基準価額は変動します。したがって投資元本が保証されているものではありません。運用による損益はすべて投資家のみなさまに帰属します。■本資料は当
社が信頼できると判断した情報を元に、十分な注意を払い作成しておりますが、当社はその正確性や完全性をお約束するものではありません。■本資料中のグラフ、数
値等は過去のものであり、将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものではありません。■本資料に記載されている内容は、今後予告なしに変更することがありま
す。■ファンドの取得の申し込みにあたっては、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ず内容についてご確認の上、お客様ご自身でご判断くださ
い。■当ファンドは、金融機関の預金または保険契約ではありませんので、預金保険、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録金融機関でご購
入いただいた場合は、投資者保護基金による支払いの対象にはなりません。

手続・手数料等



【ウィークリー・レポート】

朝日ライフ ＳＲＩ 社会貢献ファンド（愛称：あすのはね） 朝日ライフ アセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第301号

※日本経済新聞掲載名 ：あすのはね （社）投資信託協会会員/（社）日本証券投資顧問業協会会員

≪委託会社その他の関係法人≫

ファンドの運用の指図等を行います。

朝日ライフ アセットマネジメント株式会社

ファンドの財産の保管および管理等を行います。

株式会社りそな銀行

● 販売会社一覧

①投資信託説明書（交付目論見書）の提供、受益権の募集の取扱い、解約請求の受付け、収益分配金、償還金、解約代金の支払い等を行います。

（注）「投信スーパーセンター」での取扱いのみとなります。

②解約請求の受付け、収益分配金、償還金、解約代金の支払い等を行います。（受益権の募集の取扱いは行いません。）
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岡三証券株式会社 金融商品取引業者

金融商品取引業者

金融商品取引業者

コスモ証券株式会社

三栄証券株式会社

髙木証券株式会社

浜銀TT証券株式会社

廣田証券株式会社

フィデリティ証券株式会社

内藤証券株式会社

日産センチュリー証券株式会社

ひびき証券株式会社

追加型投信／国内／株式

金融商品取引業者

金融商品取引業者

金融商品取引業者

金融商品取引業者

かざか証券株式会社 金融商品取引業者

安藤証券株式会社 金融商品取引業者

株式会社ＳＢＩ証券

登録金融機関

株式会社ジャパンネット銀行

株式会社トマト銀行

朝日生命保険相互会社

楽天銀行株式会社 登録金融機関

登録金融機関

登録金融機関

金融商品取引業者

みずほインベスターズ証券株式会社 金融商品取引業者

リテラ・クレア証券株式会社 金融商品取引業者

水戸証券株式会社

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者

岡三オンライン証券株式会社

カブドットコム証券株式会社

金融商品取引業者

金融商品取引業者

金融商品取引業者

金融商品取引業者

金融商品取引業者

金融商品取引業者

東海東京証券株式会社

極東証券株式会社

ＳＭＢＣ日興証券株式会社（注） 金融商品取引業者

関東財務局長（金商）第6号 ○

委託会社

受託会社

販売会社

藍澤證券株式会社

販売会社名

関東財務局長（金商）第71号 ○

東海財務局長（金商）第140号 ○

○関東財務局長（金商）第165号

登録金融機関株式会社八千代銀行

八幡証券株式会社

金融商品取引業者

むさし証券株式会社

金融商品取引業者

楽天証券株式会社

金融商品取引業者

金融商品取引業者

金融商品取引業者

基準日:2012年1月27日

関東財務局長（金商）第199号 ○

○

○

登録番号

加入協会

日本証券業
協会

社団法人
日本証券投資
顧問業協会

社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品
取引業協会

○

東海財務局長（金商）第1号 ○ ○

○

関東財務局長（金商）第44号 ○ ○

関東財務局長（金商）第2251号 ○ ○ ○

関東財務局長（金商）第53号 ○

○ ○関東財務局長（金商）第52号

関東財務局長（金商）第61号 ○ ○

関東財務局長（金商）第58号 ○

○

近畿財務局長（金商）第15号 ○ ○ ○

関東財務局長（金商）第65号 ○

近畿財務局長（金商）第20号 ○

○ ○

近畿財務局長（金商）第24号 ○ ○

関東財務局長（金商）第1977号 ○

関東財務局長（金商）第131号 ○ ○

関東財務局長（金商）第152号 ○

近畿財務局長（金商）第33号 ○

関東財務局長（金商）第173号 ○ ○ ○

関東財務局長（金商）第181号 ○ ○

関東財務局長（金商）第105号 ○ ○

中国財務局長（金商）第7号 ○

関東財務局長（金商）第195号 ○ ○

○

関東財務局長（登金）第624号 ○ ○

関東財務局長（登金）第609号 ○ ○

中国財務局長（登金）第11号 ○

関東財務局長（登金）第53号 ○

関東財務局長（登金）第112号 ○

金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第32号 ○ ○

当社ではホームページにて、商品内容・運用実績等の
情報提供サービスを行っております。

URL：　http://www.alamco.co.jp/

■本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、当社といいます）が、当ファンドの運用の内容やリスク等を説明するために作成したものであり、法令に基づく開示資料で
はありません。■当ファンドは価格変動リスクや流動性リスク等を伴う証券等に投資します（外貨建資産に投資する場合には為替リスクもあります。）ので、市場環境等によって
基準価額は変動します。したがって投資元本が保証されているものではありません。運用による損益はすべて投資家のみなさまに帰属します。■本資料は当社が信頼できる
と判断した情報を元に、十分な注意を払い作成しておりますが、当社はその正確性や完全性をお約束するものではありません。■本資料中のグラフ、数値等は過去のもので
あり、将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものではありません。■本資料に記載されている内容は、今後予告なしに変更することがあります。■ファンドの取得の申し
込みにあたっては、投資信託説明書（交付目論見書）をお渡ししますので、必ず内容についてご確認の上、お客様ご自身でご判断ください。■当ファンドは、金融機関の預
金または保険契約ではありませんので、預金保険、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録金融機関でご購入いただいた場合は、投資者保護基金
による支払いの対象にはなりません。1201213


